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歯科麻酔学分野 
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１）瀬尾憲司：社会から問われる医療安全 6, 救急キッ

とは，お飾りでも保険でもない, ザ・クインテッセ
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７）倉田行伸：若手研究 B，平成 25 年度〜27 年度，課

題番号 25861921，研究代表者 倉田行伸，ヒト神経

障害性疼痛に神経炎症はあるのか？-in vivo 神経
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３）瀬尾憲司：（松村歯科講演会）, 2014 年 10 月 17 日, 
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４）瀬尾憲司：大人の危機管理から見た小児歯科治療の

安全性, 第 32 回日本小児歯科学会 北日本地方会
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６）瀬尾憲司：歯科医療に関わる偶発症に対する緊急時

対応とその準備, 平成 26 年度東海信越地区歯科医

学大会分化講演会 平成 26 年度 新潟県歯科医学

大会 医療安全対策セミナー, 2014 年 11 月 23 日, 

新潟市. 

７）村松芳幸, 長谷川隆志, 鈴木栄一, 成田一衛, 清野 

洋, 清水夏恵, 真島一郎, 村松公美子, 吉嶺文俊, 

田中 裕：COPD と抑うつについて, 日本心身医学会

総会シンポジウム 5, 2014 年 6 月 7日, 千葉市, 心

身医学, 54(6), 545, 2014. 
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１）Yoshikawa H, Valverde YM, Maeda T,  Kurose  M, 
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administration of anti-BDNF antibody to the transected 
site. 44th Annual Meeting of the Society for 
Neuroscience, Washington, DC, 2014.11.15-19. 
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３）真島一郎, 清野 洋,  藤村健夫, 清水夏恵, 斉藤 

功, 村上修一, 片桐敦子, 吉嶺文俊, 村松芳幸, 成

田一衛, 田中 裕, 内山 徹, 村松公美子：不安・

抑うつ状態と漢方医学的所見の関連性について, 日

本心身医学会総会, 2014 年 6 月 6-7 日, 千葉市, 心

身医学, 54(6), 573, 2014. 

４）山田友里恵，照光 真，瀬尾憲司：高度両側内頸動

脈狭窄症と脳梗塞の既往を有する患者の顎関節受動

術に対する全身麻酔の一例, 第 31 回関東臨床歯科

麻酔懇話会 2014 年 6 月 7日, 2014, 東京. 
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検討, 第 25回日本末梢神経学会学術集会, 2014年 8

月 29-30 日, 京都市. 

６）須田有紀子, 照光 真, 倉田行伸, 山崎麻衣子, 瀬

尾憲司：金属アーチファクト発生下での MRNeurogra 

phy 下歯槽神経損傷の評価により神経再生術を施行

した症例, 第 42 回日本歯科麻酔学会総会, 2014 年

10 月 10-12 日,新潟市, 日本歯科麻酔学会雑誌, 42

（4）,152,2014. 

７）吉川博之, 弦巻 立, 瀬尾憲司：下歯槽神経切断後 

の神経腫形成に対する大建中湯の効果, 第 42 回日

本歯科麻酔学会総会, 2014 年 10 月 10-12 日,新潟

市, 日本歯科麻酔学会雑誌, 42（4）,164,2014. 

８）山田友里恵，照光 真，田中 裕，弦巻 立，倉田

行伸，金丸博子，吉川博之，小玉由記，山崎麻衣子，

佐藤由美子，須田有紀子，平原三貴子，瀬尾憲司：

高度両側内頸動脈狭窄と有症候性脳梗塞の既往を有

する患者の顎関節受動術に対する全身麻酔の一例，

第 42 回日本歯科麻酔学会，2014 年 10 月 10-12 日，

新潟市，歯科麻酔学会雑誌, 42（4），168，2014． 

９）山崎麻衣子，照光 真，倉嶋敏明，倉田行伸，須田

有紀子，瀬尾憲司：高分解能 MRI により特異な走行

をもった下歯槽神経の損傷を評価した一例, 第 42

回日本歯科麻酔学会総会・学術集会, 2014 年 10 月

10-12 日. 日本歯科麻酔学会雑誌, 42(4), 481, 

2014. 

10）照光 真, 倉田行伸, 山崎麻衣子, 須田有紀子, 瀬

尾憲司：人工神経管 PGA-C tube によるヒト三叉神経

損傷後の再生に対する，高分解能 MRI を用いた形態

学的検討, 第 42 回日本歯科麻酔学会総会，2014 年

10月10-12日，新潟市，日本歯科麻酔学会誌，42(4），

482，2014. 

11）田中 裕，照光 真，弦巻 立，倉田行伸，瀬尾憲

司： 口腔顔面領域の病態が健康関連 QOL に及ぼす影

響の検討，第 42 回日本歯科麻酔学会総会，2014 年

10月10-12日，新潟市，日本歯科麻酔学会誌，42(4），

482，2014. 
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12）弦巻 立，吉川博之，瀬尾憲司：下歯槽神経損傷後

の三叉神経節における NPY と NPY 受容体サブタイプ

発現の検討, 第 42 回歯科麻酔学会総会・学術集会 

2014 年 10 月 10-12 日, 新潟市, 日本歯科麻酔学会

雑誌, 42(4), 469, 2014.  

13）金丸博子，田中 裕，照光 真，弦巻 立，倉田行

伸，吉川博之，小玉由記，山崎麻衣子，佐藤由美子，

須田有紀子，平原三貴子，山田友里恵，瀬尾憲司：

筋萎縮性側索硬化症患者の下顎骨観血的整復固定術

に対する全身麻酔の一例，第 42 回日本歯科麻酔学会

総会，2014 年 10 月 10-12 日，新潟市，日本歯科麻

酔学会誌，42(4），520，2014. 

14）小玉由記，照光 真，弦巻 立，田中 裕，倉田行

伸，金丸博子，吉川博之，山崎麻衣子，佐藤由美子，

須田有紀子，平原三貴子，山田友里恵，瀬尾憲司：

口蓋形成術の実施に際し先天性ミオパチーの筋生検

を行った全身麻酔の１症例, 第 42 回歯科麻酔学会

総会・学術集会, 2014 年 10 月 10-12 日, 新潟市, 日

本歯科麻酔学会雑誌, 42(4), 529, 2014. 

15）平原三貴子, 照光 真, 田中 裕, 弦巻 立, 倉田

行伸, 吉川博之, 金丸博子, 小玉由記, 山崎麻衣子, 

佐藤由美子, 須田有紀子：心室性期外収縮により一

回拍出量変化量から循環血液量の評価が困難になっ

たと考えられた口腔外科手術の1症例, 第42回歯科

麻酔学会総会・学術集会, 2014 年 10 月 10-12 日, 新

潟市, 日本歯科麻酔学会雑誌, 42(4),525, 2014. 

16）田中 裕, 村松芳幸, 村松公美子, 真島一郎, 藤村

健夫, 清水夏恵, 清野 洋, 吉嶺文俊, 櫻井浩治, 

瀬尾憲司：Patient Health Questionnaire(PHQ-9, 

PHQ-15)を用いた口腔顔面痛患者の心身医学的検証, 

2014 年 11 月 29-30 日, 東京, 日本心療内科学会抄

録集, 72, 2014. 
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疼痛学会抄録集, 115, 2015.  
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陽平，安島久雄，曽我麻里恵，勝良剛詞，永井孝宏，
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臨床統計的検討, 第 24 回日本有病者歯科医療学会, 

2015 年 3 月 20-22 日, 旭川, 2014. 

 

【研究会発表】 

１）山崎麻衣子：抑肝散の術前投与により術後せん妄が

予防できたと思われた3症例, 第74回新潟口腔外科

麻酔科集談会, 2014 年 5 月 15 日, 新潟市, 2014． 

２）小玉由記：横紋筋融解症の既往を有する２症例の全
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80 回新潟麻酔懇話会・第 59 回新潟ショックと蘇生・

集中治療研究会, 2014年 11月 29日, 新潟市, 2014. 
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２）瀬尾憲司：CDE 受講,トロント大学（カナダ）, ORAL 

SEDATION NITROUS OXIDE SEDATION, 2014年4月12-13

日. 

３）瀬尾憲司, 田中 裕, 倉田行伸：日本医学シミュレ 

ーション学会 セデーショントレーニングコースイ

ンストラクター，2014 年 7 月 19 日，新潟大学． 

４）瀬尾憲司, 照光 真, 田中 裕, 弦巻 立, 倉田行

伸, 吉川博之, 平原三貴子：医療法人徳真会主催救

急蘇生講習会, 2014 年 8 月 23 日, 新潟市.  

５）瀬尾憲司（インストラクター）：AHA BLS 2014 年

8 月 24 日, 新潟市. 

６）瀬尾憲司, 田中 裕, 弦巻 立, 平原三貴子：（燕

市歯科医師会、救急講習会）, 2014 年 9 月 20 日, 新

潟市. 

７）瀬尾憲司：日本シミュレーション学会  DAM イン 

ストラクター, （新潟大学）, 2014 年 12 月 6 日, 新

潟市. 

８）瀬尾憲司：「三叉神経損傷の臨床（診断から外科的

療法まで）」, 九州大学歯学部（学外セミナー, 2014

年 12 月 8 日. 

９）照光 真：H26 年デンツプライ賞受賞  ”下顎骨骨

髄炎後の下歯槽神経の変性の高磁場 MRI による解

析” 第 41 回日本歯科麻酔学会学術集会の発表に対

して． 

10）照光 真：学外講義「神経系全体の構造・機能」,

「脳神経の構造・機能」，明倫短期大学  保健言語 

聴覚学専攻（学外セミナー），2014 年 12 月 9 日. 
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